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会 ) で あ る。 SocietyofBiblicalLiterature(アメリカ聖書学会)は,
2,000人を越える会員を擁する世界最大の聖書学会であり,毎年学術大
会をアメリカ国内と国外で開催している。 ちなみに, 今年の国内大会
は l l 月 に ア ト ラ ン タ で 行 わ れ る こ と に なっている。
ケンプリッジ大はl3世紀に通る古い歴史を持つ大学であり,オ ッ ク
スフォード大と並びイギリスを代表する大学である。新約部門では,か
つて J.B.Lightfoot や C.H.Doddらの大家が教鞭を執つたことで知








Stanton(Cambridge), Kathy K.Ehrensperger(Basel), B.0es-










求めた。 R.P.Seesengoodは, 研究発表“Paul's Athletic Metaphors
for Messianic Proclamation and Identity:Hybridity and the Rhet-
oric of Endurance”(「メシア的宣教とアイデンティティのためのパ
ウロの競技のメタファー :混合品種と忍耐のレトリック」) に お い て,
パ ウ ロ が 第一コ リ ン ト 書 9 章 や フ イ リ ピ 書 3 章 で 用 い る 競 技 の メ タ
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Rightly:toward an Evaluation of Fear in Pau1's Letters” (「恐れる
ことの相応しさ :パウロ書簡における恐れの評価について」) に お い
て, 恐れを専ら否定的に見るギリシア ・ ローマの哲学と対比し, パ ウ
ロは人間的な不安としての恐れは否定的に評価するが(Iコ リ 2 : 3 ;
I Iコ リ 7 : 5 ; l l : 3 ; l 2 : 2 0 ; ガ ラ 4 : l l ), 権威への長れ, 神への長
れ は ( ロ マ 3 : 8 ; 8 : l 5 他 ) 肯 定 的 に 評 価 す る と す る。
他方, 今回の学会参加者達にはパウロの神学思想についての関心は







I I. 2003年度国際新約学会 (Studiorum Novi Testamenti
Societas)
2003年度国際新約学会(Studiorum Novi Testamenti Societas)は,
7 J1] 2 9 日 か ら 8 月 2 日 ま で, ドイツのボン大学を会場にして行われ
た。ポン大学はかつて組織神学者のKarlBarth や旧約学者のMartin
Nothが教えたところである。現在の大学はカトリック神学部とプロ
テ ス タ ン ト 神 学 部 が 並 存 し, 今回はカトリック神学部のRudo l f
Hoppe 教授とプロテスタント神学部のMichaelWolter教授が共同
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が, この学会に来るたびに ヨーロ ツパ社会に残存する貴族社会の名残
を感じさせられる。
講演の部分は会長講演と, 理事会によって指定された4本の主講演
(Main Papers) と2本の小講演(Short Main Papers) か ら な り, 全
体会で行われた。新会長に選ばれたシカゴ大学のH.-J.Klauck教授
は, “HimmlischesHaus und irdische Bleibe. Eschatologische
Methodik in Antike und Christentum” (「天上の家と地上の住居:古
代とキリスト教における終末論的方法論」)と題したドイツ語の会長講
演において, エウリピデスの戯曲「アルケ スティス』とプラトンの「要
宴」 ,「パイドロス」 に 出 て く る, 代理死の観念や, 死後の世界を家と
提える表象が, ヨハネ福音書l4章やトマス行伝等の, 初期キリスト教
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第lの主識演“The Canticle of the Heavenly Host(Luke2:14)
in History and Culture” (「歴史と文化における天の軍勢の讚歌(ル
カ 2 : l 4 )」) は, ルンド大学教授B.0lsson によって行われた。 この講





かし, 天の革勢の誠歌(ルカ 2: l4)の背後にへプライ語の典礼文が存
在しているという前提自体が怪しいし, 受容史(reception history) を
考察することが理書本文自体の解釈にどう関係するのかがこの識演で
は明確でない。
第2の主識演“L'intrigue du quatrieme evangile, o u l a  chris-
tologie miseen recit(「第四福音書のストーリー, 或 い は, 物語によ
る キ リ ス ト 論」) は, ベルギーのルーパン大学のU.-M.Sebrin によっ
てフラン ス語で行われた。本講演によると, 第 l の プ ロ ツ ト は, 「行動
のプロ ツ ト 」 と呼ぶべきもので, 主人公のイ ェ スが自発的意志によっ
て自らの命を捨てる十字架の死に向かい, 父なる神のもとへ用,って行
く ス ト ー リ ー ラ イ ン で あ る。第2のプロ ツ ト は, 「認識のプロ ツ ト 」で
あ り, イ ェ スをしばしば誤解する弟子達が, イ ェ スが神の子救い主で
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あることを認識するに至る過程であり, 第 l の プ ロ ツ トに付随して展





第3の主講演“Anfange der Jesusbiiberlieferung. Oberlieferung-
sgeschichtliche Beobachtungen zu einem Bereich urchristlicher
Theologiegeschichte”(「イ ェ ス伝承の始まり:初期キリスト教神学
史領域への伝承史的考察」) は, ハンプルク大学の J.Schroter教授に
よってなされた。 これは, 伝承史的方法によってイ ェ スの言葉伝承の
系譜を記述しようとする試みである。 これは方法論的には非常に伝統
的な立場に立つているが, イ ェ スの言葉伝承を考える際に, Q やマル
コ といった共観福音書伝承だけでなく , パウロ書簡や公同書簡, トマ
ス福音書等の外典文書, また使徒教父文書に保存されているイ ェ スの




あ ろ う o
第4の主講演“Adolf Schlatter und Judentum”(「ア ド ル フ ・ シュ
ラ ッ タ ー と ュダヤ教」)は, テュ ー ビンゲン大学のH.Lichtenberger 教
授によってなされた。戦前の新約学の大家アドルフ・ シ ュ ラ ッ タ ーの
ユダヤ教理解の変選を扱つたものであり, 聖書テキストの釈義的解釈
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を中心とする新約学会の講演としては異例の内容であった。 リ ヒ テ ン
べルガーは, シ ュ ラ ッ タ ーの初期の作品, D e r  Glaube im Neuen
Testament(l885)と Zur TopoIogie und Geschichte Palastinas
(1893) の内容の特色を紹介した後, 初期(l882- l898), テュー ビンゲ








第1の小講演“Der Topos der Prophetenverfolgung bei Paulus”
(「パ ウ ロ に お け る 預 言 者 迫 害 の ト ポ ス 」) は, ボン大学のRudolf
Hoppe教授によってなされた。ホッぺは, I テ サ 2 : l 3-16とローマ9-
l1章の間には, 預言者迫害の主題が中心的であるという共通点がある
と す る。 し か し , I テ サ 2 : 1 3- l6では預言者迫害の主題が確かに中心
的な役割を演じているが, 果たしてパウロ自身に通るかどうかの間題
がある。 また, ロ マ 1 l : 2-3 には旧約のェ リヤ伝承と預言者迫害の主
題が見られるが, この主題がローマ9- ll章全体の論述の中で中心的な
役割を果たしているかどうかは疑問である。
第2の小講演“Theology and Ecclesiologyin the Miletus Speech:
Reflections on Content and Context”(「ミレトス演説における神学
と教会論:内容と文脈に ついての考察」) は, プ リ ン ス トン大学の
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BeverlyRobertsGaventa 教授によってなされた。ガ ヴェンタは, 使




ルサレム教会の親近性を示す要素とされている, 教え(2 :42 ; 20 : 7 ,
l l ,17-35), パン割き(2 : 42 ; 20 : 7 , l l ), 預言(2:14-21 ; 21 : 9-12),
析 り ( 1 : l 4 ; 2 : 4 2 ; 2 0 : 3 6 ; 2 l : 5 ), 財産の適正な用い方(2:44-




きい(20 : 2 9-31)。エルサレム教会について, ぺンテ コステによって
3t二生した最初期の教会という位置付けや, ミレトス演説について, パ




て討論が行われた。 これは, 予め関心のあるセミナー ・ グループに登
録 し て お く と, 事前に E メールの添付ファイルで研究発表原稿が配布
さ れ, 参加者はそれを読んできて内容について作者と共に識論する形
式を採つている。私は,P.Lampe(Heidelberg)/P.Sampley (Bos-
ton)が主催するPauland Rhetoric(「パウロと修辞法」) の セ ミ ナ ー
に参加した。今回のセミナーには, T r oy  Martin(Saint Xavier),,,
- l70-
2003SBL Il、temationaI Meeting inCambridge/2003年度国際新約学会報告 9
Chris Forbes (Maquery). T.H. Tobin(Loyola)の3名が論文を提








フォープス論文“Paul,Epistolography and the Rhetoric of Let-
ters to Congregations” (「パウロと書簡論と教会へ宛てた手紙のレト




であるというのであるが, 余 り に も一般的で大雑把な印象を受けた。




新たな間題を創り出す結果を産んだ。第 l に, ディアトリーぺは文学
作品の類型を指す言葉でなく, 口頭で演説をする際の一定のスタイル














たのは, R. Jewett教授(Garrett/Heidelberg)の研究発表“The Cor-
ruption and Redemption of Creation:Reading Romans8 : l8-23
within theImperialContext”(「被造物の腐敗と願い : ロ マ 8 : l 8-23




繁栄と平和に満ちた黄金時代を回復させるとされる ( ウ ェ ル ギ リ ウ ス
「牧歌集」 I , 33-9 9 ; I V , l l-4 l ; 「アェネイス」 VI,789-794)。 これに
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最終日の夕方に行われた実務会議では, 紀要の発行販売状況の報告
が行われた後, 新会員の加入承認の決議が行われた。 この時, 日本か
らは関西学院大学のil:t:学氏の入会申請が認められた。 本学会は, 2004
年度はスぺインのバルセロナ,2005年度はドイツのハレ, 2006年度は
イギリスのアバーディーンで行われることになっている。
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